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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
材料 の 紡晶 と し Z 如 る影響lq さ恢 復

，
焼

鈍 ある ・ ・は昇温 の 皺 に よ ・ 禰 結 晶
， 精 晶粒 の 成長 な どの 効果が あ る ． 綜返 し Z ノぐル ス

的 に 加 熱 しpm する と き
，

そのM 果・序禎分 さ 叭 ると 1 え て よ 、 ， ． 歳器講造物 ・ お ・・ 個 料

1；・・SUず拘束さ 収 お り
，

加 熱 と 脚 1く 応 じマ 発生する膨 脹の た めの 圧縮 肉力と
， 収縮 の た

め の 引張応か が 発生 すb の こ
，
パ ｝レ 入状 の 加 熱 及 び 冷 麦Pの yea 返 し 1く よ リ

，
肉力 が 灘 し働

、， て疲労が起 う 。

特 1こ 2相 鋼に 99　i ・ Z・19 夕榔 拘 束が な く 〜燃
，
砌 混 晶 て

“

あ る た 融 騨 糠 の結 晶梢造 の

相違1・基ず く 熱的挙動の 差に よ る 肉 加 “発生 し
，
繰返 しua熱S 却 E ’a うだ 収

“
疲労破玻が起

う 。従来よ リ2 相 ス テ ン レ ス、銅 の 熱応刀 に つ 、1 て凶線 的 な研究き有 フ て き だ
）2
あご線 返 し

熱解 き与 えた 場合 の熱 衝輙 労に ・ ・1 て研 究 し
，
こ ，rL　E 単相 ス テ ン レ ス鋼 と比 較検討 し尺。

2 実嚇 ミ置及 び 讖 ｝气

　 2．1　熱衡礬≒疲、労鑞 識

　熱齶 疲労を研 究する tcめ 尺 は 短時間 ご刀ロ熱 冷去Pき綜返 す鵬要が ある 。？こ ご E8．　f（α）に

示 すよう儼 置と作成し rc ． すな蛎 2 ・ の 電極 E・
，

E澗 に 試験 躯 浹 み 1kA の 電流 と充

　　　　　　　　　　　　　　　す．電極 E1は 固定 で あ リ
，
E・iO摺 etできう よ うに し Z

　　　 　 ある 。 可動電丿極 E21：1荷重禅が 取付 、↑ Z あ リ
，

ア
ー A

　　　 　 を亦 し レ ベ ー
に よ っ Z 引 張 又 は 圧 縮 の 荷重き か ，T る こ

　　　 ・ が で き る ・ 試點 ・ 聯 繭 鱒 1・ 取 樹 厭 射鏡

　　　 　 の 回転 1こ よ っ て測定 し 夜 。　　　 　　　　　　　　　　　　 又 電 気的 回 路鮖 g・1  に 示

　　　 　 す ．すな ib　5　コ．　C．　9イ マ ー と サ イ リ K タ9 用 、・ Z遮 電
職

　 時間飾 御 し
，

こ ill．・L：・EP・ て 盡度き調師した ．

　　　 　　 22 　譟 片

　　　　　〔a ）τesting 　device
　　　　 主 と し ZSVS 　32qJ1 の 2箱 入 テン レ ス鋼 1こ つ ・｝ て検

　 〔b｝Bbck 　diqgrqrn　of　the　qpp αrqtus

Fig・I　 Tes 量ing　device 　 o 口d　 bbd く d｝αgrα m

　 　 of 　the　qpparat しrs

討 し 尺 が 比較 の た め SUS3i6 鋼 も用 い k 。試験 ｝气形 状

は 幅 7mvn
， 長 さ IOO　tn　Wt

，
厚 さ 1mm の左反状識 片とφ3mrn

の 丸捧試験片であ る ．な6・
試験片の イ畤 成か き Tabし・1

に 示す 。
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3　実験 と その絃 果

熱衝撃を与え る場合沢の 3通 ワmlx き考z・・laばな らrs・・）
。

ω 試駿片に 舳 膨 服収縦 許暮 する場合
一 単な る加 熱 脚 効 果 禰 ろ 。 L・lr

・
し 電極 摺動 に

　 よ る摩療抵仇 の た の若干 の 圧縮及   引張応力 が 加 の る 。

  醜 極 膕 定し
，
試験片齣 東する 場合 一加 eseq・・： 膨脹 して 圧縮勅 が綱 し

，
冷去隔

　 に 収縮 あ る し， ilP　51張 肉力 が作用する 。

  電極 の
一方と固定 し

，

一 方の 電極 左 可動 と し て 引張 和 さ圧縮 き賦 与 し 良場合 一
こ の と き

　加 熱時の 変形 は 引張応力下 〔膨月長（イ申ぴ ）＋ 引張 （伸 び ）」ビ 応刀 は 〔引 張肉力 〕 ，
圧 縮

　応力下 〔一圧縮 （縮 み）† 引 張 （伸 び）〕ご辰1刀は 〔引 張穴1カ ー
（一収 縮穴｝力刀

，

冫令去P時 の 変

　形 は引張肉力下 〔一収縮 （縮み ）† 引 張 （伸 び ）〕ご応 力 は 〔引 5長随 ヵ
一（一収縮応刀）〕

，
圧 鼇

　宸｝力下 〔
一
収縮 （縮 み ）

一
万  縮 （縮み ）〕で応刀 は 〔一

圧 緬 禽カ
ー

収縮 応力 〕こ 考え ら必、 る 。

SVS・329・」1 の 齢 1・ ・掃 度上 昇 1・ よ る 応刀 ・・　E イt　iS　Pte・2 ・ 可 通 1
ナ

2）
ごあ ・ て ，

加 熱

冷去PE繰返 τだ 1アZ
“
各 々 の 結 晶内 に 応劬 蝿 生 可る 。

一方 sus 　3161 ；単相 z”あ う か ら 上 記

  及 び   の 湯合 匹 熱疲労が 発生する と 考え ら敵 る 。

　 3．1 熱衝撃
　実験 耕 き単純 に する 夜 め電流但 き1kA 一

足 と し て
，

サ イ リ ス タ並 び に 工，C．タイ z − 8
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電パ ル ス が 30砂 間隔 Z
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，
寸0秒 間隔の パ ル ス Z

“
は 試験｝〜の児度 1；　500K

と な る 。 5 秒 墸コ隔 で 19BsO 　Ktha　lkZ
“
あ リ ，

2 砂 問隔 で 1‡溶融すう 。
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そ 爪 そ

・
帆

の 貍…晶 1ま大 き な 肉

力差の 繰返 し に よ

っ て疲労し極 め て

寿命が嬢 く
，
少 な

n 繰返 し数 Z  破断
に 到る 。

　こ　の タト　1弓lg・1｛｝：ニホ

すよ うに 鯖 晶粒 の

異ilな成長 が観 察
さ オtた 。

　　　　　　し か
’

し その 変形 ＃et・？　cre ・p的 ？
’
あ ・丿

， F・tisu… e・ p ・砧 え 瑳 動 き 羸

圧 絹 鳶力 下iCお 1｝ Z もボ ア ソ ン 歪 と 収 龝応力 at　k め 破 断 が起 δ。 こ の 外結 晶粒 の 異状 成長

が 観察さ 敢た 。
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　 　 　 Fig・a　　Fracture　aPpearance

4　結 言

　熱衝
L

撃き繰透Lし与 え る こ と に よ っ て
，

才句束さ 激 た 試験片又 ftw 力 負荷→く態の 試験 片ぞ は

疲 労が麺 3 。
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